
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

住所（法人にあっ
ては主たる事務

所の所在地）

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

事業者の主たる
業種

注１麟当する□には、レ印を記入してください。特定癖業者以外の卒業者の方はし印の肥入は不要です。

２「基軍年度」とは計画期間の前年度を、「目標年度」とは計画期間の最縛年度を、「報告年度」とは計画期間のうち、今回報告の対象となる年度をいいます。
３」繋畷鋤醗｣髄蕊壇睡魑醗蛭鞭触些P害ﾈ'と髪=P僅用醗壁塗る週室効果ｶﾞ霊､_[輸送車両排出区分｣とは自助車運送率業者については使用の本拠の位世を京都府内とする車両の排出
する温宣効果ガスを、鉄近事業者については保有する貨物車両又は旅客uL向の排出する温室効果ガスを、「その他排出区分」とは上記以外の京都府内における事業所等の事業活動に伴い発生する温室効果ガスをいいます。

４「原単位当たりの温室効果ガス排出赴辱」の「用途区分」には、○○エ鍋、事務所などの用途を記入してください。「原単位の指標」には、分子の「二酸化炭素換算」の下に分母となる指標（生産数且、延べ床面積、走行
距瞳等）を妃入してください。

５「その他の地球沮吸化対策による温室効果ガスの削減丘等」のうち「森林の保全及び整備」の「目標年度（計画）」欄には計画期間中の目楓の累計を、「報告年度（実績）」欄には実績の累計を肥入してください.

６「特妃事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基準とした排出仕の対比や、省エネ製品開発など他春の温室効果ガス排出削減への貢献、グリーン岡逮の採用、特定フロンなどの条例指定外の沮童効果ガスの削減などを
妃入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

大阪府大阪市西区新町２－８－５
京阪神不動産新町第二ピル１Ｆ

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

ソフトパンクテレーム株式会社
関西ネットワークセンターセンター長松田圭市

事業者の主たる
業種 電気通信サービス

該当する事業者
要件 Ｅ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号咳当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

、京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両150両以上）

、 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号咳当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針
１．弊社の事業活動の推進にあたっては、環境保全に関する諸法規及びその他の要求事項を遵守致します。
２．弊社は、環境マネジメントシステムにより、事業活動における環境負荷を低減して行くため、省エネル
ギー、省資源、廃棄物削減等について環境目標を設定し、継続的な改善と汚染防止に努めます。
３．弊社は、事業用機器や物品の調達に当たり、環境にやさしいグリーン調達を推進します。
４．弊社は、環境負荷低減に資するネットワーキング技術の開発やネットワーキングサービスの提供に努め、
社会全体の省エネルギー化に貢献します。
５．弊社は、社員への環境教育に努めるとともに、弊社の環境に関する情報を社内外へ公表し、＝ミュニケー
ションを図ります。

推進体制
ＣＳＲ推進部＞環境管理責任者＞環境管理者＞京阪奈センター

環境マネジメントシステム名称 ISO14000 

適用範囲 関西ネットワークセンター

取得年月日 平成20年２月12日

年度ごとの具体
的な取組及び措
腫の状況

年度

平成２２

設備、対象、工程等

空調機器及び照明

措極内容

空調室外機を洗浄し、温度調整等により消費電力の低減を図った。
機器室内蛍光灯の削減。未使用時間の消灯。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基翠年度（実綬）

（１９）年度
(二酸化炭素換算）

日係年度（計直i）

（２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

（２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

2,552.0ｔ 2,771.0ｔ 8.6％ 2,99260ｔ 17.2％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

ｔ ｔ 船 ｔ ％ 

＊１ 2,552.0ｔ ＊２ 2,771.0ｔ 8.6％ ＊４ 2,992.0ｔ 17.2％ 

電気通信股備が大きく増加したことにより排出丘の増加傾向となったが、
外気温により調節し、必要以上に電力消費をしないよう努める。

今後も空調機の稼働台数調整を随時、季節または

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

通喧
二酸化炭素換算

電気通信負荷※の電力(kwh）
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基箪年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実絞） 増減率（実績）

0.643 0.633 -1.6％ 0.594 -7.6％ 

％ ％ 

％ ％ 

１．電気通信股備の増加で負荷電力は増加傾向ですが、電気通信負荷を冷却する設備の稼動を適宜調整し
空調装匝の電力便用量を抑えることに努力した。

>H22年度：2992/5030=0.594

２．エネルギー管理士を資格取得し、さらなる省エネを進めるｂ
※電気通信負荷：電気通信サービスを提供するための設備（交換機、 ルーター等）の消費電力量。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減丑等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

取組通等 (二酸化炭素換算）

(塾備面積） hａ (吸収丘） ｔ 

(利用丘） 、1８ (削減丘） ｔ 

(兄愈戯） kwｈ (削減盆） ｔ 

(熱供給丑） GＪ (削減赴） ｔ 

(購入丘） kWｂ (削減丑） ｔ 

(臓入丘） ｔ (削減丘） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組丘等 (二酸化炭素換算）

(1艶i面積） hａ (吸収丘） ｔ 

(利用丘） IｎＯ (削減丑） ｔ 

(兄愈斌） kwｈ (削減丘） ｔ 

(熱供給趣） ＧＪ (削減趾） ｔ 

(噂入赴） kwｈ (削減丘） ｔ 

(購入丑） ｔ (月ﾘ減丘） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合計）

基遜年度（実綱）

＊１ 2,552.0ｔ 

目標年度（計画）

(翅)-(･3）2,771.0ｔ

増減率（計画）

8.6％ 

報告年度（実績）

(“)-(輯） 2,992.0ｔ 

増減率（実績）

17.2％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

･融器至内、空調設備における温度設定をこまめに調整したり、不要空調設備は、運転停
・車の使用を控え、徒歩や自転車もしくは公共交通機関を利用する。
･事務室内の空調設定は、冷房を２８℃で暖房を２０℃に設定している。

止とする。

特記事項
・グリーン調達により＝ピー用紙を聯入している。
･消火設備システムとしてNN100を採用し、オゾン層破壊係数ゼロ、地球温暖化指数ゼロの
窒素ガスを消火剤を使用している。
･ＥＣＯキャップ運動を継続推進している。


